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◆
質
問
者
▼
村
上

市
　
議
員

１．

子
育
て
支
援
対
策
に
つ
い
て

問
▼
出
産
祝
い
金
制
度
を
取
り
止
め
た
経

緯
は

答
▼
制
度
の
効
果
が
非
常
に
薄
く
や
む
な

く
廃
止
し
た
。
給
食
の
無
料
化
や
保
育
所
、

留
守
家
庭
教
室
、
４
月
か
ら
始
ま
る
幼
保

一
元
化
等
も
支
援
対
策
で
あ
り
、
今
後
は

こ
れ
ら
に
ウ
エ
イ
ト
を
置
き
た
い
。

問
▼
近
隣
の
市
・
町
で
は
敬
老
金
は
年
間

５
、０
０
０
円
〜
６
、０
０
０
円
程
度
だ
が
、

和
木
町
は
非
常
に
優
遇
さ
れ
て
い
る
。
財

政
が
厳
し
い
な
か
で
の
こ
う
し
た
こ
と
と

の
関
係
は

平
成
17
年
第
６
回
和
木
町
議
会
定
例
会
一
般
質
問
の
概
要

答
▼
そ
れ
ぞ
れ
で
考
え
た
い
。
敬
老
金
に

つ
い
て
は
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

２．

ご
み
袋
の
無
料
支
給
を

問
▼
一
歳
未
満
の
幼
児
を
持
つ
家
庭
、
寝

た
き
り
者
の
介
護
を
し
て
い
る
家
庭
、
生

活
保
護
世
帯
に
つ
い
て
特
に
オ
ム
ツ
を
利

用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
家
庭
に
無
料
支

給
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い

答
▼
研
究
は
し
て
み
る
が
、
ご
み
の
減
量

化
を
目
指
し
て
い
る
の
で
マ
ッ
チ
し
な
い

と
思
わ
れ
る
。

３．

徹
底
し
た
通
学
路
の
総
点
検
を

問
▼
小
学
生
の
誘
拐
殺
人
事
件
が
起
き
て

い
る
が
、
和
木
町
で
は
人
通
り
の
少
な
い

通
学
路
の
総
点
検
を
す
る
べ
き
で
は
な
い

か答
▼
小
学
校
で
は
、
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
、
子
ど
も
の
下
校
時
間
に
合
わ

せ
、
各
地
で
活
動
し
て
い
る
。
ま
た
、
安

全
マ
ッ
プ
を
作
成
中
で
あ
る
。
18
年
度
に

は
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
を
立
ち
上
げ
、
子
ど

も
達
の
安
全
確
保
に
努
め
た
い
。

４．

Ｊ
Ｒ
和
木
駅
に
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応

型
ト
イ
レ
を

問
▼
新
駅
の
ト
イ
レ
に
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対

応
型
ト
イ
レ
を
取
り
入
れ
て
ほ
し
い

答
▼
新
駅
の
実
施
設
計
は
今
か
ら
作
る
こ

と
と
な
る
の
で
提
案
の
件
は
検
討
さ
せ

る
。

こ
れ
は
、
昨
年
12
月
19
日
に
行
わ
れ
た
「
平
成
17
年
第
６
回
和
木
町
議
会
定
例
会
」
の
一
般
質
問
の

概
要
を
お
お
ま
か
に
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

集団下校のようす

保育所のようす
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◆
質
問
者
　
野
村
邦
光
議
員

１．

小
学
生
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

問
▼
岩
国
地
区
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
協
議
会

で
、
和
木
町
で
も
１
件
の
声
か
け
事
例
が

あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
た
が
ど
ん
な
も
の
だ

っ
た
か

答
▼
小
学
生
が
下
校
中
、
車
の
男
性
か
ら

声
を
か
け
ら
れ
た
と
い
う
事
例
で
、
小
学

校
・
警
察
と
協
議
し
、
教
師
が
引
率
し
て

下
校
す
る
対
応
を
と
っ
た
。

問
▼
今
回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
防
犯
体
制

が
整
っ
た
が
不
安
定
な
も
の
で
あ
る
。
将

来
的
に
ど
う
継
続
し
て
い
く
の
か

答
▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
町
の
ス
ク

ー
ル
ガ
ー
ド
に
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
協

議
し
て
い
き
た
い
。

問
▼
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
導
入
の
考
え
は
無

い
か

答
▼
考
え
て
い
な
い
。

２．

三
位
一
体
改
革
に
つ
い
て

問
▼
町
長
は
今
回
の
三
位
一
体
改
革
を
ど

う
評
価
し
て
い
る
か

答
▼
今
回
の
改
革
は
補
助
金
の
カ
ッ
ト
が

先
行
し
こ
れ
か
ら
税
源
移
譲
の
手
立
て
が

税
制
改
正
に
よ
り
な
さ
れ
る
が
そ
れ
を
見

極
め
た
い
。

問
▼
町
政
運
営
全
般
に
つ
い
て
来
年
度
の

展
望
は

答
▼
交
付
税
の
不
交
付
団
体
に
な
っ
て

も
、
節
約
で
き
る
部
分
は
節
約
し
投
資
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
は
節
約
し
た

分
で
し
っ
か
り
投
資
し
て
い
く
と
い
う
メ

リ
ハ
リ
あ
る
財
政
運
営
を
し
た
い
。

３．

米
軍
岩
国
基
地
に
つ
い
て

問
▼
空
母
艦
載
機
移
転
問
題
に
つ
い
て
町

長
の
考
え
は

答
▼
県
、
岩
国
市
が
国
に
対
し
て
質
問
状

を
投
げ
か
け
て
お
り
、
そ
の
回
答
を
見
て
、

基
地
周
辺
の
町
と
し
て
対
応
し
た
い
。

４．

個
人
情
報
保
護
法
に
つ
い
て

問
▼
町
の
条
例
で
は
、
実
施
機
関
が
個
人

情
報
を
外
部
に
提
供
す
る
場
合
に
は
、
審

査
会
の
意
見
を
聞
く
こ
と
と
な
っ
て
い
る

が
、
審
査
会
の
構
成
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か

答
▼
自
治
会
長
や
婦
人
会
長
な
ど
５
名
の

方
に
お
願
い
し
て
い
る
。

◆
質
問
者
　
米
本
正
明
議
員

１．

和
木
町
の
危
機
管
理
に
つ
い
て

問
▼
台
風
14
号
で
対
策
本
部
設
置
後
の
町

の
対
応
を
聞
き
た
い

答
▼
９
月
６
日
15
時
30
分
対
策
本
部
設

置
、
17
時
15
分
か
ら
０
時
ま
で
管
理
職
全

員
と
防
災
担
当
職
員
が
各
職
場
で
警
戒
に

あ
た
り
他
の
職
員
は
家
庭
待
機
、
０
時
30

分
対
策
本
部
解
除
そ
の
後
は
総
務
課
職
員

が
残
り
不
測
の
事
態
に
備
え
た
。

問
▼
仮
に
町
内
全
域
が
停
電
、
小
瀬
川
が

氾
濫
し
た
場
合
、
町
長
に
情
報
は
ど
の
よ

う
に
伝
わ
る
か
ま
た
、
避
難
指
示
・
避
難

勧
告
・
避
難
場
所
等
の
通
知
は
ど
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
出
さ
れ
る
か

答
▼
情
報
は
地
域
の
方
、
あ
る
い
は
パ
ト

ロ
ー
ル
等
で
伝
達
を
受
け
る
。
状
況
に
よ

り
、
指
示
・
勧
告
も
変
わ
り
避
難
場
所
も

最
も
安
全
な
場
所
を
指
示
す
る
こ
と
と
な

る
。

問
▼
避
難
誘
導
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る

か答
▼
第
１
に
は
防
災
無
線
に
よ
る
。
使
用

で
き
な
い
状
況
に
な
る
と
各
自
治
会
組
織

で
の
自
主
避
難
に
な
る
。
高
齢
者
の
方
々

等
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
、
民
生
委
員
、

町
職
員
が
協
力
し
避
難
さ
せ
る
こ
と
に
な

る
。

問
▼
岩
国
市
で
は
自
主
防
災
組
織
が
立
ち

上
が
っ
て
い
る
が
和
木
町
で
は
ど
う
か

答
▼
自
治
会
で
新
た
に
取
り
組
ん
だ
例
は

聞
い
て
い
な
い
が
今
後
、
自
治
会
と
連
携

し
自
主
防
災
組
織
の
強
化
に
努
め
た
い
。

◆
質
問
者
　
横
林
元
二
議
員

１．

基
地
再
編
に
つ
い
て

問
▼
町
長
は
、
基
地
の
問
題
を
ど
う
考
え

て
い
る
か

答
▼
中
間
報
告
が
出
さ
れ
、
岩
国
市
、
由

宇
町
が
質
問
書
を
提
出
し
て
お
り
、
こ
の

回
答
を
見
な
が
ら
判
断
し
て
い
き
た
い
。

２．

行
政
改
革
に
つ
い
て

問
▼
企
業
用
地
全
域
を
下
水
処
理
区
域
に

す
れ
ば
大
幅
な
収
入
増
に
な
る
と
思
う
が

そ
の
考
え
は
な
い
か

答
▼
設
備
の
能
力
に
無
理
が
あ
り
考
え
ら

れ
な
い
。

問
▼
公
園
の
基
金
を
一
般
会
計
に
戻
し
た

ら
ど
う
か
、
ま
た
、
管
理
協
会
の
役
員
に

一
般
の
人
も
入
れ
意
見
を
聞
い
た
ら
ど
う

か答
▼
基
金
は
公
園
事
業
で
必
要
な
時
に
使

う
も
の
な
の
で
現
状
の
ま
ま
と
し
た
い
。

役
員
に
つ
い
て
は
、
企
業
の
代
表
だ
け
で

な
く
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
議
会
か
ら
も

出
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
増
員
に
つ
い
て

は
、
現
役
員
等
に
も
相
談
し
研
究
し
た
い
。

問
▼
耐
震
偽
装
問
題
が
騒
が
れ
て
い
る

が
、
和
木
町
に
建
築
さ
れ
る
建
物
に
つ
い

て
は
、
責
任
を
持
つ
対
応
が
必
要
で
は
な

い
か

答
▼
建
築
確
認
制
度
は
、
町
を
経
由
し
て

県
で
確
認
し
て
い
る
。
町
で
行
う
こ
と
に

な
る
と
人
材
を
確
保
す
る
必
要
も
あ
り
、

そ
れ
相
当
の
機
関
で
審
査
す
る
こ
と
が
よ

い
と
思
う
。

３．

幼
保
一
元
化
に
つ
い
て

問
▼
保
育
料
は
条
例
で
決
め
る
べ
き
で
は

な
い
か

答
▼
保
育
料
の
算
定
に
は
基
礎
額
が
毎
年

変
わ
る
。
町
で
は
岩
国
・
大
竹
の
安
い
ほ

う
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
も
つ
な
が
る
た
め
今
後
も
こ
の

方
向
で
進
み
た
い
。

問
▼
食
育
の
問
題
か
ら
も
給
食
調
理
室
を

配
置
し
て
ほ
し
い

答
▼
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
配
食
で
も
出

来
る
と
思
っ
て
い
る
。

問
▼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
児
童

館
は
考
え
ら
れ
な
い
か

答
▼
保
育
所
の
２
階
で
ま
ず
や
っ
て
み
た

い
。

◆
質
問
者
　
中
村
淳
良
議
員

１．

市
町
村
合
併
と
町
財
政

問
▼
町
財
政
の
危
機
的
状
況
を
知
る
た
め

の
項
目
と
数
値
を
伺
う

答
▼
経
常
収
支
比
率
で
80
％
以
下
、
起
債

制
限
比
率
は
14
％
以
内
と
思
う
。

２．

岩
国
基
地
機
能
強
化
に
つ
い
て

問
▼
基
地
再
編
に
対
す
る
中
間
報
告
が
あ

っ
た
が
、
和
木
町
へ
の
影
響
に
つ
い
て
調

査
し
て
い
る
か

答
▼
厚
木
基
地
で
の
影
響
範
囲
を
岩
国
に

当
て
は
め
た
新
聞
記
事
を
見
た
程
度
で
、

厚
木
基
地
の
状
況
も
今
後
確
認
し
て
み
た

い
。

問
▼
町
と
し
て
質
問
状
等
を
作
り
町
民
に

知
ら
せ
る
つ
も
り
は
な
い
か

答
▼
山
口
県
や
基
地
所
在
市
町
が
質
問
書

を
出
し
て
お
り
、
こ
の
回
答
を
見
て
対
応

し
た
い
。
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１
月
９
日
、
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
及
び
和

木
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
「
第
８
回
蜂
ヶ
峯
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
」
が
和
木
町
体
育

協
会
（
重
本
正
明
会
長
）
主
催
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
興
亜
レ
ジ
ャ
ー
開
発
㈱

の
協
力
に
よ
り
ゴ
ル
フ
場
内
を
走
る
も
の

で
９
８
２
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
遠
く
は

静
岡
県
か
ら
参
加
さ
れ
た
選
手
も
お
ら
れ

ま
し
た
。

古
木
町
長
は
「
各
コ
ー
ス
と
も
ア
ッ
プ

ダ
ウ
ン
が
続
く
厳
し
い
も
の
で
す
が
、
年

は
じ
め
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
思
う
存
分
楽

し
ん
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
大
会
に
協

力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
企
業
の
方
々
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。」
と
参
加
者
を
激
励
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
和
木
中
野
球
部
・
広
兼
聖
也

さ
ん
（
中
学
２
年
）
が
「
我
々
選
手
一
同

は
、
日
ご
ろ
の
努
力
や
練
習
を
信
じ
最
後

ま
で
正
々
堂
々
と
戦
い
抜
く
こ
と
を
誓
い

ま
す
。」
と
選
手
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
大
会
で
も
体
育
協
会
会
員
を

は
じ
め
、
体
育
指
導
委
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
、
商
工
会
、
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議

会
、
婦
人
会
、
生
活
改
善
実
行
グ
ル
ー
プ

連
絡
協
議
会
、
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
自
治
会
連
合
会
な

ど
か
ら
２
５
０
名
の
方
々
に
大
会
ス
タ
ッ

フ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
読
売
セ
ン
タ
ー
岩
国
東
代
表
藤

越
和
彦
さ
ん
か
ら
メ
ダ
ル
42
個
、
ト
ロ
フ

ィ
ー
９
本
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、
大
会

を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新春の爽やかな風のように走りぬけた

『第８回 蜂ヶ峯
クロスカントリー大会』
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10㎞コース

一般男子の部

長谷川　和彦
（美和町）
35分40秒

川口　史郎
（広島市）
36分48秒

金田　明之
（廿日市市）
37分22秒

5㎞コース

中学生男子の部

嘉屋　考真
（大竹市）
17分57秒

中村　祐輝
（岩国市）
18分31秒

内田　佳己
（広島市）
18分41秒

10㎞コース

一般女子の部

池永　由紀
（防府市）
49分30秒

阪　隆子
（岩国市）
50分13秒

石井　紀子
（広島市）
50分23秒

3㎞コース

中学生女子の部

三田　朋実
（廿日市市）
11分22秒

古井　琴美
（廿日市市）
11分26秒

佐々木葉月
（広島市）
11分32秒

10㎞コース

壮年男子の部

西岡　嗣容
（広島市）
38分29秒

林田　昭浩
（岩国市）
38分38秒

寺戸　淳
（吉賀町）
38分45秒

中学生男子

団体の部

五日市
観音中学校

１時間34分38秒

平田中
野球部A

１時間39分53秒

平田中男子
ハンドボール部
１時間43分27秒

10㎞コース

壮年女子の部

江後　圭以子
（廿日市市）
44分47秒

河辺　多美子
（府中町）
48分53秒

尾川　佳ノ恵
（廿日市市）
49分58秒

中学生女子

団体の部

川下中学校
59分08秒

佐伯中学校
59分10秒

平田中女子
ハンドボール部A
１時間03分02秒

5㎞コース

一般男子の部

善岡　信雅
（和木町）
17分49秒

花田　光
（広島市）
18分22秒

袖澗　磨
（下松市）
18分36秒

2.2㎞コース
小学６年
男子の部

小篠　和幸
（廿日市市）
８分54秒

川口　直人
（東広島市）
９分00秒

瀧川　智紀
（玖珂町）
９分18秒

5㎞コース

一般女子の部

三浦　京子
（山口市）
23分53秒

嘉屋　真奈美
（和木町）
24分45秒

小早川まゆみ
（和木町）
24分56秒

2.2㎞コース
小学5年
男子の部

嶋津　昌佑
（柳井市）
９分16秒

角本　弘樹
（東広島市）
９分25秒

河野　晶
（岩国市）
９分37秒

5㎞コース

壮年男子の部

永井　恒
（浜松市）
18分00秒

伊藤　正志
（岩国市）
18分06秒

原田　義雄
（下松市）
19分36秒

2.2㎞コース
小学4年
男子の部

青木　亮磨
（周南市）
９分30秒

寺田　雄輝
（金田町）
９分30秒

金尾　侑輝
（東広島市）
９分30秒

5㎞コース

壮年女子の部

中本　雅子
（岩国市）
23分36秒

西岡　弘美
（広島市）
26分39秒

石村　徳子
（岩国市）
27分59秒

2.2㎞コース
小学3年
男子の部

松本　崇雅
（岩国市）
10分13秒

中野　翔太
（岩国市）
10分18秒

田中　聖人
（岩国市）
10分38秒

2.2㎞コース
小学2年
男子の部

寺田　龍覇
（金田町）
９分38秒

原田　海
（下松市）
10分49秒

下江　健史
（東広島市）
10分57秒

2.2㎞コース
小学1年
男子の部

小出　航太
（大竹市）
11分48秒

勝田　基
（尾道市）
11分49秒

徳田　廉之介
（岩国市）
11分53秒

2.2㎞コース
小学6年
女子の部

岡　未友紀
（熊野町）
９分08秒

木岡　美帆乃
（山口市）
９分12秒

二宮　早紀
（岩国市）
９分35秒

2.2㎞コース
小学5年
女子の部

下岡　みのり
（竹原市）
10分05秒

谷口　友麻
（山口市）
10分07秒

吉賀　仁美
（和木町）
10分15秒

2.2㎞コース
小学4年
女子の部

下岡　朱音
（竹原市）
10分32秒

杉　桃加
（玖珂町）
10分35秒

森本　陽子
（大竹市）
10分43秒

2.2㎞コース
小学3年
女子の部

安田　未由
（竹原市）
10分24秒

石川　絵美
（東広島市）
11分18秒

阿部　鈴華
（和木町）
11分47秒

2.2㎞コース
小学2年
女子の部

岩崎　祐紀
（東広島市）
11分26秒

小田　朱莉
（広島市）
11分34秒

岡本　香代子
（玖珂町）
12分05秒

2.2㎞コース
小学1年
女子の部

寺田　凛
（金田町）
10分38秒

藤川　さくら
（由宇町）
12分45秒

阿部　春菜
（和木町）
13分51秒

小学生
団体の部

東広島
陸上クラブA
47分05秒

平田軟式
スポーツ少年団
49分00秒

麻里布軟式
スポーツ少年団A
49分27秒

大会の主な結果
区　　分 第１位 第２位 第３位 区　　分 第１位 第２位 第３位
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ま
ち
の
話
題

羽
ば
た
け
！
101
名
期
待
の
新
成
人
！小学校時代の恩師からも激励

スライドショーで昔を懐かしみました

灰岡裕吏さん

１
月
８
日
、
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
「
平
成
18
年
和
木
町
成
人
式
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
、
成
人
を
迎
か

え
た
の
は
１
０
１
名
（
男
性
46
名
、
女
性

55
名
）
で
式
典
に
は
、
73
名
が
出
席
し
ま

し
た
。

式
典
で
河
村
教
育
長
は
「
若
い
力
は
社

会
を
動
か
す
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
、
社
会
の
一
員
と
し
て
役
割
を

考
え
て
行
動
し
、
明
る
い
社
会
の
実
現
に

向
け
て
一
緒
に
努
力
し
て
く
だ
さ
い
。
」

と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
北
見
教
育
委
員

長
が
新
成
人
代
表
の
井
上
美
奈
さ
ん
に
記

念
品
を
手
渡
し
ま
し
た
。

古
木
町
長
は
「
一
人
ひ
と
り
が
社
会
の

一
員
と
し
て
社
会
の
変
化
に
対
応
し
、
能

力
を
発
揮
し
、
希
望
に
満
ち
た
社
会
を
目

指
し
、
人
生
の
新
た
な
節
目
と
し
て
力
強

く
歩
ん
で
く
だ
さ
い
。」
と
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

続
い
て
新
成
人
を
代
表
し
て
灰
岡
裕
吏

さ
ん
が
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
、
そ
の
後
、

町
民
憲
章
の
唱
和
が
黒
瀬
裕
司
さ
ん
に
よ

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
は
、
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
小
・
中
学
校
の
恩
師
に

激
励
さ
れ
た
あ
と
、
懐
か
し
い
話
を
し
て

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
、
小
中
学
校

時
代
の
懐
か
し
い
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
も
上

映
さ
れ
ま
し
た
。

【
お
礼
の
こ
と
ば
】

新
成
人
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
今
ま
で

よ
り
一
層
、
社
会
人
と
し
て
の
、
重
大
な

責
任
を
感
じ
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま

す
。今

ま
で
は
、
誰
か
に
言
わ
れ
て
行
動
し

て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
今
後
は
自
分
で
考
え
、

他
人
に
言
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
率
先
し
て

物
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
自

分
自
身
で
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
幸
い
私
た
ち
の
周
り
に
は
、
手

本
と
な
る
先
輩
方
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま

す
。
そ
の
先
輩
方
の
、
良
い
と
こ
ろ
を
見

習
い
、
自
分
た
ち
の
日
々
の
生
活
に
役
立

て
る
よ
う
に
し
て
い
き
、
さ
ら
に
は
、
自

分
た
ち
が
、
後
輩
の
よ
き
手
本
と
な
れ
る

よ
う
な
人
間
を
目
指
し
て
、
努
力
し
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
私
た
ち
に
対
し
ま
し
て
、

温
か
い
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
新
成
人
代
表
の

お
礼
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

（
抜
粋
）
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ま
ち
の
話
題

厚
生
功
労
者
表
彰

天羽ツネ子さん

12
月
26
日
、
天
羽
ツ
ネ
子
さ
ん
（
和
木

地
区
）
が
満
90
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ

町
長
か
ら
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
表
彰
状

と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
付
け
ら
れ
、

い
つ
ま
で
も
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
ち
の
話
題

町
行
政
と
意
見
交
換

行
政
懇
談
会

12
月
26
日
、
文
化
会
館
で
「
行
政
懇
談

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
懇
談
会

は
、
年
３
回
、
町
内
の
全
23
地
区
の
自
治

会
長
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、

会
に
は
、
古
木
町
長
、
町
執
行
部
が
出
席

し
、
自
治
会
長
と
の
意
見
交
換
を
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
出
前
公
聴
会
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０

０
１
キ
ッ
ク
オ
フ
大
会
の
開
催
、
総
合
防

災
訓
練
の
実
施
、
岩
国
基
地
の
基
地
機
能
、

ア
ス
ベ
ス
ト
の
調
査
結
果
と
そ
の
対
応
、

姉
妹
都
市
恵
庭
市
の
市
長
選
挙
結
果
、
三

井
化
学
㈱
岩
国
大
竹
工
場
で
の
小
火
災
発

生
、
県
道
岩
国
大
竹
線
の
開
通
、
山
陽
自

動
車
道
の
災
害
復
旧
と
交
通
規
制
の
解
除

に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
行
政
報
告
に
対
す
る
質
問
、

学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
要
望
な

ど
、
各
自
治
会
の
抱
え
る
問
題
な
ど
、

様
々
な
意
見
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

山
口
県
弓
道
連
盟
功
績
者
受
賞

東屋延夫さん

長
東
屋
延
夫
さ
ん
（
和
木
地
区
）
が
山
口

県
弓
道
連
盟
よ
り
、
功
績
者
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

東
屋
さ
ん
は
、
15
年
に
わ
た
り
、
玖
珂

郡
弓
道
連
盟
の
事
務
局
長
を
務
め
ら
れ
、

郡
内
の
弓
道
普
及
・
振
興
、
国
体
選
手
強

化
支
援
な
ど
、
顕
著
な
活
躍
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
町
の
弓
道
の
振
興
、
発

展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

１
月
８
日
、
周
南
市
で
行
な
わ
れ
た
山

口
県
射
初
会
で
玖
珂
郡
弓
道
連
盟
事
務
局

ま
ち
の
話
題

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱元浄公昭さん

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

１．

結
婚
、
夫
婦
、
親
子
、
離
婚
、
相
続
、

扶
養
な
ど
の
家
庭
内
の
も
め
ご
と

２．

結
婚
、
就
職
な
ど
に
関
す
る
不
当
差

別
３．

い
じ
め
、
体
罰
な
ど
子
ど
も
の
人
権

に
関
わ
る
相
談

４．

近
隣
間
の
生
活
騒
音
、
悪
臭
、
振
動

な
ど
に
よ
る
生
活
上
の
相
談

５．

借
地
、
借
家
、
金
銭
貸
借
を
め
ぐ
る

不
当
な
要
求

６．

民
事
・
家
庭
問
題
で
裁
判
を
受
け
た

く
て
も
、
費
用
が
な
く
て
困
っ
て
い
る

と
き
の
法
律
扶
助
の
手
続
き

ご
相
談
は
、
文
化
会
館
で
行
な
っ
て
お

り
広
報
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の
で
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
蕁
52
―

２
１
３
５
内
線
２
０
４
）

１
月
１
日
、
元
浄
公
昭
さ
ん
（
和
木
地

区
）
が
法
務
大
臣
よ
り
人
権
擁
護
委
員
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
全
て
の
人
権
問
題

に
つ
い
て
、
必
要
な
助
言
や
関
係
官
公
署

を
紹
介
す
る
な
ど
、
正
し
い
権
利
を
持
っ

て
い
る
人
が
泣
き
寝
入
り
し
な
く
て
い
い

よ
う
解
決
の
手
助
け
を
し
ま
す
。

例
え
ば
、
身
近
な
事
例
と
し
て
は
次
の
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ま
ち
の
話
題

２
０
０
６
年
消
防
防
災
の
幕
開
け
和
木
町
出
初
式

ま
ち
の
話
題

第
３
回
新
春
書
初
め
大
会

１
月
８
日
、
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

「
平
成
18
年
和
木
町
消
防
出
初
式
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
和
木
町
消
防
団
、
岩
国
地
区

消
防
組
合
中
央
消
防
署
東
出
張
所
職
員
、

新
日
本
石
油
精
製
所
㈱
、
三
井
化
学
㈱
岩

国
大
竹
工
場
の
自
衛
消
防
隊
員
な
ど
１
２

０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

式
典
で
、
古
木
町
長
は
「
昨
年
は
台
風

14
号
の
襲
来
、
年
末
に
は
山
形
特
急
列
車

脱
線
事
故
な
ど
多
く
の
災
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
近
年
消
防
を
取
り
巻
く
環
境
は
よ

り
一
層
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
、
訓
練
を
通
じ
て
よ
り
一
層

の
自
己
研
鑽
に
努
め
ら
れ
、
町
民
に
信
頼

さ
れ
る
力
強
い
消
防
を
目
指
し
て
、
邁
進

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
て
お
り
ま

す
。」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
団
員
の
表
彰
や
新
入
団
員
の
紹

介
、
役
場
駐
車
場
で
一
斉
放
水
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

式
典
終
了
後
は
婦
人
会
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ
り
「
豚
汁
」
が
振
舞
わ
れ
、
冷

え
切
っ
た
体
を
温
め
ま
し
た
。

山
口
県
消
防
協
会
表
彰
（
敬
称
略
）

《
功
績
章
》

森
脇
　
英
治
（
第
１
分
団
班
長
）

《
15
年
勤
続
章
》

川
畑
　
毅
　
（
第
１
分
団
班
長
）

《
25
年
勤
続
章
》

岡
田
　
和
之
（
第
２
分
団
分
団
長
）

《
退
職
者
感
謝
状
》

（
故
）中
根
　
悟
（
前
第
２
分
団
分
団
長
）

町
長
表
彰

《
功
労
章
》

小
林
　
浩
貴
（
第
１
分
団
団
員
）

藤
井
　
浩
徳
（
第
２
分
団
団
員
）

森
本
　
和
章
（
第
３
分
団
団
員
）

森
本
　
真
二
（
第
３
分
団
団
員
）

《
15
年
勤
続
章
》

川
畑
　
毅
（
第
１
分
団
班
長
）

《
25
年
勤
続
章
》

岡
田
　
和
之
（
第
２
分
団
分
団
長
）

《
退
職
者
感
謝
状
》

（
故
）中
根
　
悟
（
前
第
２
分
団
分
団
長
）

（
故
）村
本
　
正
規
（
前
第
１
分
団
団
員
）

張
間
　
勝
美
（
前
第
１
分
団
団
員
）

《
町
長
特
別
表
彰
》

山
口
県
消
防
操
法
大
会
　
優
勝

第
１
分
団

（
自
動
車
ポ
ン
プ
応
急
操
法
の
部
）

団
長
表
彰

《
精
勤
章
》

末
岡
　
民
生
（
第
１
分
団
団
員
）

野
村
　
一
美
（
第
１
分
団
団
員
）

名
越
　
章
博
（
第
１
分
団
団
員
）

山
根
　
啓
二
（
第
２
分
団
団
員
）

正
木
淳
一
郎
（
第
２
分
団
団
員
）

日
本
消
防
協
会
功
績
章
　
　

吉
岡
　
勝
徳
（
消
防
団
副
団
長
）

山
口
県
消
防
協
会
功
労
章

沖
　
雄
二
　
（
第
３
分
団
分
団
長
）

新
入
団
員

河
本
政
和
（
第
１
分
団
Ｈ
17
・
７
・
７
任
命
）

森
本
光
治
（
第
３
分
団
Ｈ
17
・
３
・
１
任
命
）

平
岡
正
信
（
第
３
分
団
Ｈ
17
・
４
・
17
任
命
）

西
田
康
二
（
第
３
分
団
Ｈ
17
・
４
・
17
任
命
）

出
先
伸
英
（
第
３
分
団
Ｈ
17
・
６
・
19
任
命
）

１
月
６
日
、
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
、「
平
成
18
年
第
３
回
和
木
町
新

春
書
初
め
大
会
」（
主
催
和
木
町
文
化
協
会
）

が
開
催
さ
れ
、
参
加
者
18
名
の
小
学
生
が

一
生
懸
命
に
力
作
に
取
組
み
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
次
の
方
々
が
各
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

町
長
賞
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

松
本
　
紘
明
（
小
学
２
年
）

町
議
会
議
長
賞

藤
井
　
優
香
（
小
学
３
年
）

教
育
長
賞

佐
伯
　
陽
平
（
小
学
４
年
）

文
化
協
会
会
長
賞

村
上
　
　
頼
（
小
学
１
年
）

秀
　
作

桧
垣
　
玲
菜
（
小
学
３
年
）

一
本
木
　
萌
（
小
学
３
年
）

佳
　
作

桧
垣
　
彩
夏
（
小
学
４
年
）

藤
本
　
都
和
（
小
学
１
年
）
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社会きょういくコーナー 
社会教育広報通算336号 

“
じ
ぶ

ん”
輝く、生涯学

習

生涯学習のマスコットです。 
かわいがってネ 

みん
なの
笑顔で地域イキイキ！

陶
芸
家
の
〝
た
ま
ご
〞

作
品
完
成

家
庭
教
育
講
座

「
わ
あ
い
ク
ラ
ブ
」

７
月
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
地
域
子
ど

も
教
室
「
わ
あ
い
ク
ラ
ブ
」
の
や
き
も
の

が
完
成
し
ま
し
た
。

宮
本
健
吾
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、
児

童
一
人
ひ
と
り
が
土
集
め
か
ら
粘
土
を
作

り
、
思
い
を
込
め
て
形
に
し
ま
し
た
。
完

成
し
た
作
品
に
満
足
の
笑
顔
で
み
ん
な
納

得
の
表
情
で
し
た
。
将
来
の
陶
芸
家
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
作
品
は
文
化
会
館
の
２

階
に
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

あ
い
さ
つ
運
動
啓
発
作
文

優
良
作
品
　
「
私
の
朝
の
日
課
」

和
木
中
三
年
　
浅
井
裕
子

何
と
な
く
気
分
が
よ
い
。「
こ
れ
が
挨

拶
な
ん
だ
。」
と
し
み
じ
み
感
じ
た
。

あ
れ
は
何
年
前
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。
今

で
も
登
校
時
に
家
の
近
く
で
出
会
う
、
少

し
年
配
の
男
性
。
彼
と
初
め
て
「
お
は
よ

う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
挨
拶
を
交
わ
し
た

あ
の
日
か
ら
、
毎
朝
彼
と
挨
拶
す
る
事
が

私
の
日
課
と
な
っ
た
。

何
日
も
ず
っ
と
こ
の
人
と
す
れ
違
っ
て

い
る
。
挨
拶
し
た
方
が
よ
い
か
な
。
少
し

不
安
を
胸
に
、
私
は
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
。」
と
言
っ
た
。

残
念
な
が
ら
返
事
は
な
く
、
少
し
が
っ

か
り
し
た
。
ふ
と
頭
を
よ
ぎ
る
。
迷
惑
か

な
。
し
か
し
、
私
は
彼
に
挨
拶
を
し
続
け

た
。
特
に
何
の
理
由
も
な
か
っ
た
が
、
毎

日
彼
に
挨
拶
を
し
続
け
て
い
た
。

あ
る
日
の
こ
と
だ
っ
た
。
恐
る
恐
る
挨

拶
し
た
。

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

「
お
は
よ
う
。」

な
、
な
ん
と
初
め
て
返
事
が
返
っ
て
き
た

の
だ
。
何
と
な
く
嬉
し
く
て
、
た
ま
ら
な

く
な
っ
て
、
返
事
が
初
め
て
返
っ
て
き
た

こ
と
を
友
達
に
話
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の

日
は
何
だ
か
素
敵
な
日
の
よ
う
に
感
じ

た
。
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
、
挨
拶
を
交
わ
し

て
い
る
が
、
一
年
く
ら
い
前
か
ら
、
彼
か

ら
挨
拶
を
し
て
き
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
れ
ま
で
、
彼
が
通
り
過
ぎ
る
少
し

前
に
、
私
か
ら
挨
拶
を
し
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
こ
の
所
、
彼
か
ら
挨
拶
を

し
て
き
て
く
れ
る
の
だ
。
初
め
は
少
し
驚

い
た
が
、
や
は
り
嬉
し
く
て
嬉
し
く
て
た

ま
ら
な
か
っ
た
。

「
こ
れ
が
挨
拶
な
ん
だ
。」

初
め
て
彼
に
返
事
を
し
て
も
ら
え
た
時
、

そ
う
思
っ
た
。

挨
拶
に
も
い
ろ
い
ろ
種
類
が
あ
っ
て
、

食
前
食
後
の
挨
拶
や
、
少
し
違
う
が
、
感

謝
の
時
に
言
う
「
あ
り
が
と
う
。
」
や
、

謝
る
時
の
「
ご
め
ん
な
さ
い
。
」
な
ど
、

普
段
の
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
挨
拶
を
し
て

い
る
。
し
か
し
、
朝
の
挨
拶
の
よ
う
に
、

「
人
」
と
交
わ
す
挨
拶
は
、
そ
れ
ら
と
違

っ
て
気
持
ち
良
く
、
す
る
側
も
さ
れ
る
側

も
、
少
し
嬉
し
く
な
る
。
そ
れ
も
私
の
場

合
、
本
当
に
全
然
知
ら
な
い
人
で
、
最
初

は
返
事
が
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
余
計
に

嬉
し
く
、
気
持
ち
良
か
っ
た
。

学
校
や
、
誰
か
の
作
文
で
、「
す
る
側

も
さ
れ
る
側
も
気
分
が
良
く
な
る
。」
と

よ
く
言
う
が
、
本
当
に
そ
の
通
り
だ
と
思

っ
た
。

今
、
こ
こ
に
記
し
た
私
の
思
い
や
感
想

は
、
も
う
何
百
人
も
の
人
が
感
じ
、
同
じ

様
に
紙
に
感
想
を
き
ざ
ん
だ
事
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
自
分
が
実
際
に
そ
の
感
動
や
喜

び
を
味
わ
う
と
、
書
か
ず
に
は
い
ら
れ
な

か
っ
た
。

単
純
で
、
多
く
の
人
に
証
明
さ
れ
て
い

て
、
何
と
も
な
い
事
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
こ
の
温
か
い
気
持
ち
は
、
私
に
と

っ
て
大
切
な
気
持
ち
で
、
忘
れ
て
は
い
け

な
い
気
持
ち
だ
と
思
う
。

今
は
夏
休
み
で
彼
と
は
会
え
な
い
が
、

ま
た
学
校
が
始
ま
れ
ば
、
き
っ
と
会
え
る

だ
ろ
う
。
そ
し
た
ら
今
度
は
、
も
う
少
し

勇
気
を
出
し
て
、
も
う
少
し
元
気
良
く

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
言
お
う
。

「
父
親
が
思
う
お
や
じ
像
と
家
庭
教
育
」

日
　
時
▼
２
月
12
日
豸
　
10
時
よ
り

場
　
所
▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

和
木
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
主
催
で
父

親
の
家
庭
教
育
参
加
に
つ
い
て
考
え
る

集
い
を
開
催
し
ま
す
。

「
父
親
は
外
で
一
生
懸
命
働
い
て
い

れ
ば
そ
れ
で
い
い
。」
こ
ん
な
考
え
の

お
父
さ
ん
方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
父
親
に
も
家
事
の
大
変
さ
や

家
庭
教
育
の
必
要
性
を
理
解
し
て
も
ら

い
た
い
も
の
で
す
。

結
婚
・
出
産
・
家
事
・
子
育
て
、
母

親
の
気
持
ち
を
父
親
が
理
解
す
る
こ
と

で
さ
ら
に
家
庭
が
安
定
し
ま
す
。

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
講
話
を
90
分
間

ご
夫
婦
で
ど
う
ぞ
。（
入
場
無
料
）

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会

（
蕁
53
―

３
１
２
３
）
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あな
たの
読み
たい
本・
聴きた

いCDがきっと見つかります。お気軽にお越しください。図
書館
行事
案内＆新着CD・図書

 
新着ＣＤ：☆　印 
新着図書：『   　』 

＜CD＞
☆LOVE COOK /大塚愛
☆川中美幸大全集
☆NAMELESS WORLD/コブクロ
☆ひとりあそび/柴咲コウ

＜一般書＞
『虹とクロエの物語』 星野智幸著　
『ガール』 奥田英朗著　
『讃歌』 篠田節子著　
『かもめ食堂』 群ようこ著
『砂漠の薔薇』 新堂冬樹著
『小鳥はいつ歌をうたう』

ドミニク・メナール著　北代美和子訳

＜児童書・絵本＞
『わたしたち手で話します』

ファイニク作　バルハウス絵
『ねどこ　どこかな？』
ジュディ・ヒンドレイ作　トール・フリーマン絵　

谷川俊太郎訳
『吾輩は猫である　声にだすことばえほん』

夏目漱石文　武田美穂絵
『ツルの大研究』 国松俊英文　関口シュン絵

☆(miss)understood/浜崎あゆみ
☆ＢＥＳＴ ＰＩＡＮＯ １００
☆歌バカ/平井堅
☆CONFESSIONS ON A DANCEFLOOR

/ＭＡＤＯＮＮＡ

『スターク・マローンからの手紙』
アーサー・コナン・ゴイル著　田中喜芳訳

『フリーター漂流』 松宮健一著　
『地に埋もれて』 あさのあつこ著
『ひなた』 吉田修一著

『ゆきがやんだあとで』
三木卓文　Ｍ・ミトゥーリチ絵

『ぜったいついていかないよ！』
嶋崎政男監修　すみもとななみ絵　

『さかなをたべる』 友永たろ著　なかのひろみ著
『かえるくんはかなしい』

マックス･ベルジュイス文･絵　清水奈緒子訳　
『「右と左」の不思議がわかる絵事典』 富永裕久著
『ヘブン・ショップこの地球を生きる子こどもたち』

デボラ・エリス著　さくまゆみこ訳

今月の休館日 6日（月）・11日（祝）・13日（月）・20日（月）・27日（月）

図書館ホームページアドレス http://www.waki-toshokan.jp/

図書館からのお知らせ
絵本の読みきかせ
日　時蜷２月21日貂 10時30分～

おはなし会サークル
「ゆびとま」

日　時蜷２月21日貂 15時～
おはなし会「ぴのきお」

対象者蜷幼児・小学生
場　所蜷図書館絵本のコーナー
問合せ蜷図書館（蕁54―0222）

図書館の資料の検索・予約がWEB上でできます。
（ご自宅のパソコンからインターネットで館内の資料の検索や予約がで
きます。）資料の予約をするには、事前にパスワード登録が必要です。
必ずご本人が来館の上登録手続きをしてください。電話・ＦＡＸ等で
の登録は受付けていません。なお、登録したデータ更新のため、予約
等の使用が可能になるのは登録後の翌日以降となります。資料の検索
は、パスワード登録の必要はありません。どなたでもご利用できます。
アドレス蜷http://www.waki-toshokan.jp/
問合せ蜷和木町立図書館（蕁54―0222）
古本募集！
2月26日の第9回図書館まつり・古本バザーで、お宅に眠っている本

（小説･コミック等）をリサイクルしませんか。図書館カウンターにて
受付けています。
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保
健
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

消
防
庁
の
調
べ
に
よ
る
と
、
骨
折
事
故

が
い
ち
ば
ん
多
い
場
所
は
、
意
外
に
も
自

分
の
家
の
中
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま

す
。「
そ
う
そ
う
、
痛
い
思
い
を
し
た
よ
。」

と
い
う
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま

す
。
特
に
高
齢
者
は
、
筋
力
の
低
下
、
平

衡
感
覚
や
目
、
耳
の
衰
え
な
ど
で
転
び
や

す
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
ち
ょ
っ
と
し
た

段
差
で
も
転
倒
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

転
倒
に
よ
る
骨
折
は
「
寝
た
き
り
」
の
大

き
な
原
因
の
ひ
と
つ
で
す
。
高
齢
者
の
身

に
な
っ
て
、
住
ま
い
の
環
境
を
見
直
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
筋
力
の
低
下
は
、
自
動
車

の
普
及
に
よ
り
一
日
の
歩
行
時
間
が
減
っ

て
い
る
若
い
世
代
に
も
、
十
分
あ
て
は
ま

る
こ
と
で
す
。

特
に
冬
は
、
居
間
に
こ
た
つ
や
ホ
ッ
ト

カ
ー
ペ
ッ
ト
を
使
用
す
る
家
庭
が
多
く
、

敷
物
に
つ
ま
ず
い
た
り
、
も
の
が
置
い
て

あ
っ
て
も
目
に
つ
き
に
く
い
の
で
、
足
を

と
ら
れ
て
く
じ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
暮

れ
の
大
掃
除
で
き
れ
い
に
し
て
も
、
す
ぐ

に
散
ら
か
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
「
そ
の
日
に
使
っ
た
も
の

は
、
そ
の
日
に
か
た
づ
け
ら
れ
る
量
し
か

出
し
て
い
な
い
」「
だ
か
ら
、
か
た
づ
け

ら
れ
る
」
を
合
言
葉
に
、
足
も
と
ス
ッ
キ

骨
折
を
防
ぐ
！

わ
が
家
の
環
境
づ
く
り

環
境
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト

つ
ま
ず
く
の
は
浮
い
て
い
る
足

●
居
　
間：

敷
物
の
上
に
物
を
放
置
し
な

い
。
家
具
を
斜
め
に
置
か
な
い
。
電
気

コ
ー
ド
は
ま
と
め
て
、
端
を
通
す
。
カ

ー
ペ
ッ
ト
の
端
が
め
く
れ
な
い
よ
う
に

す
る
。
椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
は
安
定
し
た

も
の
を
。

●
台
　
所：

床
に
こ
ぼ
れ
た
水
や
油
は
、

す
ぐ
拭
き
取
る
。
包
丁
な
ど
の
配
置
は

作
業
の
動
き
に
合
わ
せ
る
。

●
廊
　
下：

す
べ
り
や
す
い
の
で
、
な
る

べ
く
ス
リ
ッ
パ
は
は
か
な
い
。
よ
け
い

な
物
を
置
か
な
い
。
狭
い
廊
下
の
戸
は

引
き
戸
に
す
る
。
廊
下
と
部
屋
の
段
差

を
な
く
す
。

●
階
　
段：

物
を
置
か
な
い
。
じ
ゅ
う
た

ん
を
敷
い
て
い
る
場
合
は
、
じ
ゅ
う
た

ん
が
浮
か
な
い
よ
う
に
固
定
。
手
す
り

を
つ
け
る
。

●
玄
　
関：

戸
の
部
分
に
段
差
を
つ
け
な

い
。
上
が
り
か
ま
ち
は
で
き
る
だ
け
低

く
す
る
か
、
踏
み
台
を
つ
け
る
。
戸
は

引
き
戸
か
外
開
き
に
。
敷
物
は
裏
に
す

べ
り
止
め
を
つ
け
る
。

●
浴
　
室：

出
入
り
口
に
も
の
を
置
か
な

い
。
床
や
浴
槽
の
底
に
す
べ
り
止
め
を

つ
け
る
。

●
ト
イ
レ：
照
明
は
明
る
く
。
入
口
の
段

差
は
な
く
す
。
手
す
り
を
つ
け
る
。
洋

式
の
方
が
腰
に
負
担
が
か
か
ら
ず
、
動

作
が
楽
。
和
式
の
場
合
は
腰
掛
け
便
座

を
と
り
付
け
る
。

つ
ま
ず
く
と
き
の
足
は
、
上
げ
る
ほ
う

の
足
で
す
。
上
げ
た
足
が
①
つ
ま
先
が
下

を
向
い
て
い
る
②
膝
が
上
が
っ
て
い
な
い

状
態
の
時
に
、
段
差
や
敷
物
に
ひ
っ
か
か

っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
高
齢
者
に
見
ら
れ

る
す
り
足
は
、
こ
の
典
型
的
な
歩
き
方
。

簡
単
な
体
操
で
骨
や
筋
肉
を
適
度
に
鍛
え

ま
し
ょ
う
。

予
防
体
操

（
１
）
し
こ
ふ
み：

力
士
が
し
て
い
る
し

こ
ふ
み
。
足
を
上
げ
る
高
さ
は
、
最
初
は

低
い
位
置
か
ら
徐
々
に
上
げ
て
い
く
。

（
２
）
四
つ
ん
ば
い
で
腕
立
て
ふ
せ
と
四

つ
ん
ば
い
で
の
移
動：

四
つ
ん
ば
い
で
の

移
動
時
に
は
首
を
伸
ば
し
て
行
う
。

（
３
）
壁
で
の
腕
立
て
ふ
せ：

立
っ
て
壁

に
手
を
つ
き
、
腕
立
て
ふ
せ
を
す
る
。
で

き
る
だ
け
背
中
を
伸
ば
し
て
行
う
。

骨
粗
鬆
症
検
診
の
す
す
め

18
年
度
か
ら
総
合
健
診
に
骨
粗
鬆
症
検

診
が
加
わ
り
ま
す
。
40
歳
か
ら
70
歳
ま
で

の
５
歳
ご
と
の
節
目
年
齢
の
女
性
が
対
象

で
す
。
医
療
機
関
等
で
検
査
を
受
け
て
い

な
い
方
は
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

リ
の
わ
が
家
に
し
ま
し
ょ
う
。
家
庭
内
で

は
次
の
ポ
イ
ン
ト
を
参
考
に
、
つ
ま
ず
か

な
い
環
境
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
庭：

つ
ま
ず
き
や
す
い
踏
み
石
は
、
置

か
な
い
。
履
物
は
足
も
と
が
安
定
し
や

す
い
も
の
を
。

総合健診の申込みは
２月15日まで！　

200ｍｌ・400ｍｌ
献血のお知らせ

献血は、患者さんの生命を守る愛の活動です。

現在、全国的に血液が不足しています。多く

の皆様のご協力をお待ちしています。

日　時蜷２月28日貂

10時00分～11時45分　

13時15分～15時30分　

場　所蜷保健相談センター

年に１回の定期健診。申込みはお済みです

か？申込書は各家庭に１枚で、受診年齢の

人全員を掲載しています。よく確認して申

込書の提出、または電話申込みで保健相談

センターへ。

（申込み窓口は保健相談センターのみ）



食推さんのおすすめメニュー
五色なます

材料6人分
大根 350ｇ
にんじん 50ｇ
きゅうり 100ｇ
きくらげ １枚

五色で見た目もとてもきれいで食欲もそそります。皆さまぜひ作
ってみてください。 （食推２班　岡本　邦枝）

卵 １ヶ
塩 小さじ１／６
砂糖 小さじ１
サラダ油大さじ１／２

酢 大さじ２
薄口しょうゆ大さじ１＋１／２
砂糖 大さじ１＋１／２
だし 大さじ１｛

作り方
① 下準備
大根・にんじん・きゅうり

…４㎝程度の長さのせん切りに切る。
塩少々を振っておく。水気を絞る。

きくらげ……水で戻す。熱湯をかけて、
せん切りにする。

卵……砂糖と塩を加え、薄焼き卵を焼き、
短冊切りにする。

②和える
爬をあわせ、①を和える。

｛爬

｢ほのぼの教室｣のおばあちゃんに、秘伝の味を教えて
もらいましょう！
対象者蜷幼児とその保護者　
日　時蜷３月10日貊　10時～13時30分
場　所蜷保健相談センター
内　容蜷調理実習『大平、ちらし寿し』、お楽しみゲーム
参加費蜷材料費実費（400円程度）
持ってくるもの蜷母子手帳、エプロン、手拭タオル、ふきん
申込み蜷３月３日貊までに保健相談センターへ

※人数が集まり次第締め切ります（蕁52－7290）

ほのぼの☆もぐもぐ教室

平成17年4月１日以降の不妊治療費について、治

療費の一部を助成します。助成金申請書は、治療を

受けた日の属する年度の３月31日貊までに提出して

ください。

対　象蜷町内にいずれかが居住する戸籍上の夫婦

で、夫及び妻の前年の所得の合計額が650万円未満

の方

期　間蜷夫婦一組あたり通算２年

内　容蜷○保険適用の不妊治療費

町が治療費の自己負担分について、１年度あたり

３万円(上限)を助成します。

○保険適用外の体外受精・顕微授精の治療費

県が治療費の全額について、１年度あたり10万円

（上限）を助成します。

申込み・問合せ蜷保健相談センター

（蕁52－7290）

ハーブを効果的に取り入れることで、手に潤いを！

心もほっとします。

日　時蜷２月21日貂　10時～11時30分

場　所蜷保健相談センター

内　容蜷アロマテラピー

『手に潤い～ハンドマッサージ～』

準備品蜷材料費500円、バスタオル、タオル

申込み蜷２月14日貂までに保健相談センターへ　　

（蕁52―7290）※先着15名

不妊治療費助成制度の
お知らせ

元気アップ教室のお知らせ

12

保セ・・・保健相談センター

健康カレンダー （２月16日～３月15日）
月 日（曜）

２月16日貅

２月22日貉

２月23日貅

３月02日貅

３月06日豺

３月09日貅

行　　　　事

離乳食教室

プレイルーム

１歳６ヶ月児健診

３歳児健診

プレイルーム

おはなし会

プレイルーム

健康相談

両親教室

プレイルーム

受付時間

09：30～13：00

10：00～15：00

12：45～13：00

10：00～15：00

10：30～11：15

10：00～15：00

09：30～10：00

09：30～11：30

10：00～15：00

保　　　セ　

保　　　セ　

保　　　セ

保　　　セ　

関ヶ浜分館　

保　　　セ

保　　　セ　

場　　所対　　　　　　　　象

乳幼児とその保護者

乳幼児とその保護者

平成16年７月～平成16年８月生まれ

平成15年１月～平成15年２月生まれ

乳幼児とその保護者

平成17年２月～平成17年５月生まれ

乳幼児とその保護者

一般の方

妊婦とそのご家族

乳幼児とその保護者
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窓口または郵便で自分で

書いてお早めに

最終日は大変混雑する

ことが予想されます。

お早めにご提出ください。

確
定
申
告
が
必
要
な
方

●
事
業
所
得
（
商
業
、
工
業
、
農
業
、
医

業
、
漁
業
な
ど
か
ら
生
じ
る
所
得
）
や

不
動
産
所
得
（
地
代
、
家
賃
）
等
が
あ

る
方
で
、
１
年
間
の
所
得
金
額
の
合
計

額
が
、
所
得
控
除
合
計
額
を
超
え
る
方

●
土
地
、
建
物
な
ど
を
譲
渡
し
た
方

●
給
与
収
入
が
年
間
２
、
０
０
０
万
円
を

超
え
る
方
、
年
末
調
整
済
み
の
給
与
以

外
の
所
得
が
20
万
円
を
超
え
る
方
な
ど

●
申
告
を
す
る
と
税
金
が
戻
る
方

●
マ
イ
ホ
ー
ム
を
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
で
取

得
し
た
場
合

●
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合

●
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
場
合

●
年
の
途
中
で
退
職
し
、
再
就
職
し
て
い

な
い
場
合
な
ど

問
合
せ
▼
岩
国
税
務
署
（
蕁
22
―

０
１
１

１
）、
税
務
課
（
蕁
52
―

２
１
３
５
内
線
２

０
３
）

町
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

町
県
民
税
は
、
平
成
17
年
１
月
１
日
か

ら
平
成
17
年
12
月
31
日
ま
で
に
生
じ
た
所

得
を
申
告
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
所
得
を

基
礎
と
し
て
算
出
し
ま
す
。

☆
町
営
住
宅
に
入
居
し
て
い
る
方
へ
…

町
営
住
宅
の
家
賃
を
正
し
く
算
出
す
る

基
礎
と
な
り
ま
す
の
で
、
収
入
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

へ
…保

険
料
を
正
し
く
算
出
す
る
基
礎
と
な

り
ま
す
の
で
、
収
入
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
す
べ
て
の
収
入
を
必
ず
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。
世
帯
全
員
の
申
告
が
な
い
と
保

険
料
の
軽
減
が
さ
れ
な
い
場
合
や
、
上
位

所
得
者
と
し
て
ラ
ン
ク
さ
れ
、
医
療
機
関

で
の
一
部
負
担
金
が
増
加
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
が
不
要
な
人

●
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
人

●
給
与
所
得
の
み
の
人
で
、
勤
務
先
か
ら

税
務
課
へ
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
が

あ
っ
た
人

●
年
金
支
払
者
か
ら
税
務
課
へ
公
的
年
金

等
支
払
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
人

申
告
期
限
は
３
月
15
日
貉
で
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
申
請
書
を
送
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
該
当
さ
れ
る
方

は
必
ず
税
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
▼
税
務
課

（
蕁
52
―

２
１
３
５
内
線
２
０
３
）

住
民
税
の
申
告
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人

平
成
18
年
１
月
１
日
現
在
、
町
内
に
居

住
し
次
の
要
件
に
該
当
す
る
人

●
地
代
、
家
賃
、
配
当
、
個
人
年
金
、
生

命
保
険
満
期
金
な
ど
を
受
け
取
っ
た
方

●
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か
ら
給
与
支

払
報
告
書
の
提
出
が
さ
れ
な
か
っ
た
人

●
前
年
中
に
退
職
し
、
再
就
職
し
て
い
な

い
人

●
給
与
以
外
に
所
得
の
あ
っ
た
人
、
ま
た

は
２
ヶ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
た
人

●
収
入
が
、
給
与
、
ま
た
は
公
的
年
金
の

み
の
方
で
、
医
療
費
控
除
、
雑
損
控
除
、

寄
付
金
控
除
な
ど
を
受
け
よ
う
と
す
る

所得税の確定申告が、２月16日（木）からはじまります！

申告の期限は３月15日（水）です！

はじまります！確定申告はじまります！確定申告はじまります！確定申告はじまります！確定申告はじまります！確定申告はじまります！確定申告はじまります！確定申告はじまります！確定申告はじまります！確定申告はじまります！確定申告はじまります！確定申告はじまります！確定申告はじまります！確定申告はじまります！確定申告はじまります！確定申告はじまります！確定申告はじまります！確定申告はじまります！確定申告はじまります！確定申告はじまります！確定申告はじまります！確定申告はじまります！確定申告はじまります！確定申告はじまります！確定申告はじまります！確定申告はじまります！確定申告

方
●
そ
の
他
、
所
得
の
あ
っ
た
人
で
、
所
得

税
の
確
定
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
人

●
前
年
中
所
得
の
な
か
っ
た
人
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通院医療費公費負担制度を
利用されている方へ

通院医療費公費負担制度は、平成18年４月１日から自立支援医療制度に移行します。

このため、平成18年３月31日までに、役場で切替手続きをしていただく必要があります。

新しい制度の概要

１． 医療費の自己負担割合は、5％（一律）から1割（上限額付き）になります。

月額負担上限額（０円～医療保険自己負担上限額の40,200円）がいくらになるかは、世帯の所得や利

用者の疾病により決まります。

２．有効期間は、２年間から１年間になります。

３．利用される薬局や訪問看護事業所名を記載することになりました。

手続きに必要な書類

手続きに必要な書類は、現在利用中の患者票の有効期限や利用される方の状況によって異なります。

詳しくは保健福祉課で確認してください。

患者票の有効期限を確認し、必要な書類を役場に提出してください。手続きに必要な書類は、保健福

祉課や、かかりつけ医療機関にあります。

※期日までに手続きされない場合、４月から制度が利用できなくなります。手続きは必ず行ってください。

問合せ蜷保健福祉課（蕁52―2135内線208）または、かかりつけ医療機関

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

手　続　名　称

住民票の写しの交付申請

印鑑登録証明書の交付申請

町県民税所得・課税証明書

（個人用）の交付申請

町県民税所得・課税証明書

（世帯用）の交付申請

納税証明書の交付申請（市町村県民

税・固定資産税・軽自動車税）

納税（滞納がない）

証明書の交付申請

軽自動車税納税証明書

（継続検査用）の交付申請

固定資産（評価・公課）

証明書の交付申請

特別徴収・給与支払報告に係る給与

所得者異動届出

特別徴収に係る給与所得者異動届出

（普通徴収から特別徴収への切替）

担当課

住　民

サービス課

税務課

●電子申請・届出サービスとは？

町への申請・届出は、これまで窓口への持参ま
たは郵送等で行われていましたが、電子申請・届
出サービスを利用すると、自宅や職場のパソコン
から、24時間365日、インターネットを使って申
請・届出の手続を行うことができます。
※１～８：「予約」として申請を受付けますの
で、窓口に受取りに来ていただく必要がありま
す。また、窓口に受取りに来られた際には、住
民基本台帳カード、運転免許証、パスポート、
保険証などの本人確認書類の提示が必要です。
９・１０：特別徴収義務者が対象となる届出で
あり、電子署名が必要です。
●利用開始はいつから？

平成18年３月１日から利用できます。
●利用するには？

和木町のホームページへアクセスし、下のボタ
ンからサービスをご利用ください。
・ホームページアドレス　http://www.town-
waki.jp /
・サービス利用ボタン
※ 携帯電話からは利用できません。
問合せ蜷企画総務課（蕁52―2135内線311）

●利用できる手続は？

電子申請・届出サービススタート！
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総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委

員
が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要

望
を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る

「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
　
時
▼
２
月
16
日
貅
　
10
時
〜
12
時

場
　
所
▼
町
民
相
談
室（

蕁
52
―

１
６
１
６
）

普
段
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会

福
祉
協
議
会
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（
蕁
５２
―

８
６
４
４
）

●
精
神
保
健
相
談

心
の
健
康
・
痴
呆
相
談

毎
月
第
２
金
曜
日
１３
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
巡
回
相
談

毎
月
第
１
木
曜
日
１０
時
〜
１６
時

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
ス
ト
レ
ス
相
談

毎
月
第
１
・
３
火
曜
日

相
談
員
▼
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

場
　
所
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
内

各
地

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
蕁
29
―

1
5
2
5
）

行

政

相

談

精

神

保

健

相

談

岩
国
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
年
金
相

談
の
時
間
延
長
と
休
日
の
相
談
を
実
施
い

た
し
ま
す
。
併
せ
て
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
相
談
も
行
い
ま
す
。

■
時
間
延
長
日
　
〜
19
時
ま
で

２
月
６
日
〜
27
日
ま
で
の
毎
週
月
曜
日

３
月
６
日
〜
27
日
ま
で
の
毎
週
月
曜
日

■
休
日
相
談
日
　
９
時
30
分
〜
16
時
ま
で

２
月
11
日
貍
、
３
月
11
日
貍

問
合
せ
▼
岩
国
社
会
保
険
事
務
所

（
蕁
24
―

２
２
２
２
）

こ
の
制
度
は
、
県
内
の
中
小
企
業
で
働

い
て
い
る
未
組
織
の
労
働
者
の
福
祉
の
向

上
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。
月
々
わ
ず

か
な
掛
金
で
、
死
亡
・
障
害
・
入
院
・
住

宅
災
害
等
の
不
測
の
事
態
に
対
し
て
セ
ッ

ト
で
保
障
し
、
さ
ら
に
、
結
婚
、
出
産
、

銀
紺
、
小
・
中
・
高
校
入
学
祝
に
も
給
付

し
ま
す
。

１
ヶ
月
の
掛
金
（
１
人
分
）
は
、
１
型

４
５
０
円
・
２
型
９
０
０
円
・
３
型
１，

５
０
０
円
・
４
型
２
、０
０
０
円
高
齢
者

型
４
５
０
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
事
業
所
が
従
業
員
の
た
め
に
共

済
掛
金
を
負
担
さ
れ
た
場
合
は
、
損
金
ま

た
は
必
要
経
費
と
し
て
算
入
で
き
ま
す
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課

（
蕁
52
―

２
１
３
５
内
線
３
１
１
）

心

配

ご

と

相

談

事
業
所
で
加
入
し
ま
せ
ん
か
！
？

働
く
人
の
（
ハ
ー
ト
ピ
ア
共
済
）

年
金
相
談
の
平
日
の
時
間
延

長
と
休
日
の
相
談
を
実
施
！

各
　
種
　
相
　
談

社
会
福
祉
協
議
会
臨
時
職
員
募
集

勤
務
内
容
▼
一
般
事
務
及
び
福
祉
活
動

募
集
人
数
▼
１
名

勤
務
時
間
▼
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

賃
　
　
金
▼
５
、２
０
０
円
／
日

応
募
資
格
▼
町
在
住
で
50
歳
未
満
の
方
で

普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
・
社
会
福
祉
主

事
資
格
を
取
得
又
は
取
得
見
込
み
の
方
、

パ
ソ
コ
ン
が
利
用
で
き
る
方

応
募
方
法
▼
２
月
15
日
貉
ま
で
に
履
歴
書

を
添
え
て
社
会
福
祉
協
議
会
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
※
２
月
22
日
貉
９
時
か
ら
総

合
福
祉
会
館
で
面
接
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（
蕁
52
―

８
６
４
４
）

応
募
資
格
▼
自
衛
官
未
経
験
者

一
　
般
▼
18
歳
以
上
34
歳
未
満

技
　
能
▼
18
歳
以
上
で
保
有
す
る
技
能
に

応
じ
53
歳
か
ら
55
歳
未
満
（
技
能
と
は
、

衛
生
・
語
学
・
車
両
整
備
等
の
専
門
技
術

者
で
す
。）

受
付
期
間
▼
４
月
７
日
貊
ま
で

試
験
日
▼
４
月
15
日
貍
〜
17
日
豺

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

制
度
の
説
明
▼
５
日
間
づ
つ
教
育
訓
練
を

段
階
的
に
、
一
般
に
つ
い
て
は
３
年
以
内

に
50
日
間
、
技
能
に
つ
い
て
は
２
年
以
内

に
10
日
間
、
そ
れ
ぞ
れ
の
訓
練
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
自
衛
隊
山
口
地
方
連
絡
部
岩
国

募
集
事
務
所
　
　

（
蕁
23
―

１
５
８
０
）

「
障
害
者
自
立
支
援
法
」

の
申
請
受
付
開
始

障
害
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
４
月
１

日
よ
り
支
援
費
制
度
か
ら
障
害
者
自
立

支
援
法
に
変
り
ま
す
。

現
在
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス(

デ
ィ
サ
ー
ビ

ス
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
等)
や
施
設
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方
、
ま
た
新
規

に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
方
は
あ
ら

か
じ
め
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
開
始
日
▼
２
月
１
日
か
ら
随
時
、

受
け
つ
け
ま
す
。

・
申
請
の
詳
し
い
こ
と
は
保
健
福
祉
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
蕁
52
―

２
１
３
５
内
線
２
０
８
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

登
録
の
お
願
い

町
で
は
４
月
１
日
よ
り
、
和
木
保
育

所
の
空
き
教
室
を
利
用
し
て
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

現
在
、
利
用
希
望
者
を
募
っ
て
お
り

ま
す
が
、
利
用
さ
れ
る
方
は
、
２
月
中

に
保
健
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
な
お
、
４
月
以
降
も
随
時
、
利
用

登
録
が
で
き
ま
す
の
で
申
し
添
え
ま

す
。

開
設
日
▼
毎
週
火
曜
日
、
金
曜
日

い
ず
れ
も
９
時
30
分
か
ら
15
時
ま
で

利
用
料
▼
無
料

問
合
せ
・
登
録
先
▼
保
健
福
祉
課

（
蕁
52
―

２
１
３
５
内
線
２
１
０
）

予
備
自
衛
官
補
募
集
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ミニ農園入園者募集
～農業を体験してみませんか～

町では、農作業による生産の喜びを多くの皆さん

に体験していただき、自然とのふれあいを実感して

いただけるように、ミニ農園の入園者を募集します。

対象者蜷町内在住の方で今まで入園されていない方

場　所蜷和木４丁目11街区

募集区画蜷１区画50㎡/区画

入園料蜷３,０００円/年

入園期間蜷４月１日～平成19年３月末日

募集期間蜷２月６日豺～２月17日貊

申込方法蜷住民サービス課の所定の用紙にて申し込

んでください。なお、応募

者多数の場合は抽選としま

す。

問合せ蜷住民サービス課

（蕁52－2135内線204）

和木美術館情報
姉妹都市恵庭市児童・生徒作品展
展示期間蜷２月14日貂～２月19日豸

開館時間蜷10時～16時30分

展示内容蜷和木町の姉妹都市である北海道恵庭市児

童・生徒の作品を展示

入場料蜷無料

問合せ蜷教育委員会（蕁53－3123）

読書感想画作品展示会と
絵本作家「毛利まさみち」原画展
展示期間蜷２月28日貂～３月６日豺

開館時間蜷10時～16時30分

展示内容蜷図書館が主催した読書感想画コンクール

に応募した作品を展示。また、絵本作家

の毛利まさみち氏の切り絵作品を十数点

展示。

入場料蜷無料

問合せ蜷教育委員会（蕁53－3123）

国民年金の
加入手続きを
しましょう！
国民年金は、日本国内に住所を有する20歳から

60歳までの人が加入する公的年金制度です。

自営業者、学生などは「第１号被保険者」に、

サラリーマン、公務員は、厚生年金や共済組合に

加入すると同時に「第２号被保険者」に、第２号

被保険者に扶養されている配偶者は「第３号被保

険者」になります。

国民年金などの公的年金制度は、やがて訪れる

老後の収入を約束してくれる大切なものです。

また、国民年金は老後の所得保障だけではなく、

病気やけがで障害が残ったときや、18歳未満の子

どもを残して亡くなったときなどにも年金を支給

してサポートします。

加入手続きは、第１号被保険者は役場で、第２

号被保険者は、厚生年金保険などの加入手続を勤

務先で行います。第３号被保険者は配偶者の勤務

先などを経由して行います。

第１号被保険者となる方は、20歳になったら忘

れずに加入手続きをしてください。

なお、学生など、収入が少ないために国民年金

保険料の納付ができない場合は、申請により保険

料の納付が猶予・免除となる制度があります

（「学生納付特例制度」「若年者納付猶予制度」「保

険料免除（半額・全額）制度」）。この申請を行わ

ないまま、国民年金保険料が未納となっていると、

万一のときに障害年金が受け取れないなど思わぬ

事態を招きますのでご注意ください。

問合せ蜷保健福祉課

（蕁52－2135内線207）

● 

● 

ミニ農園 

引込線 

西京銀行 

GS

あけぼの橋 

国道2号線 

山陽本線 

和木4丁目 
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（
１
月
21
日
句
会
）

急
逝
の
友
に
さ
ざ
め
く
寒
昴

陣
場
　
直
雄

篠
笛
の
音
色
に
梅
の
ほ
こ
ろ
び
ぬ

陣
場
　
孝
子

枯
木
立
紙
飛
行
機
の
舞
ひ
上
が
る

浜
田
千
代
美

大
鰤
を
さ
ば
く
男
の
紅
だ
す
き

越
智
　
幸
子

恙
な
き
母
の
吟
ず
る
柚
子
湯
か
な

浦
　
　
盈
子

犬
描
い
て
名
の
無
き
人
の
賀
状
か
な

小
川
　
誉
子

冬
木
立
茜
の
空
に
枝
を
張
り

灰
岡
　
美
穂
子

大
鍋
の
と
ん
汁
配
る
と
ん
ど
か
な

平
岡
　
菊
江

短
日
の
机
の
上
の
乱
れ
か
な

山
重
　
杵
子

一
輪
車
乗
れ
て
少
女
の
初
笑
ひ

与
三
本
愛
子

町
営
住
宅
の
お
知
ら
せ

現
在
、
町
内
全
域
の
町
営
住
宅
の
入
居
者
申
込
み

を
停
止
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課（

蕁
52
―

２
１
３
５
内
線
４
１
２
）

融
資
を
申
し
込
む
と

お
金
を
要
求
さ
れ
た

【
相
　
談
】

低
金
利
で
即
融
資
を
す
る
と
い
う

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
が
届
い
た
の

で
、
１
５
０
万
円
の
融
資
を
申
し
込

む
と
「
保
証
金
が
必
要
」「
返
済
能

力
を
み
る
」
等
と
お
金
を
要
求
さ
れ

た
。
融
資
を
し
て
も
ら
お
う
と
、
数

回
に
わ
た
り
計
50
万
円
を
送
金
し
た

が
、
融
資
は
さ
れ
ず
、
連
絡
も
取
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

消費者生活相談 
だよりVol.17

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課
　
（
蕁
52
―

2
1
3
5
）

く
ら
し
の
相
談
員

岡
内
章
二
郎
　
（
蕁
52
―

5
8
6
8
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
蕁
0
8
3
―

9
2
4
―

2
4
2
1
）

【
処
　
理
】

無
登
録
の
貸
金
業
者
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
の
で
、
「
ヤ
ミ
金
融
」

で
あ
る
こ
と
を
伝
え
、
受
け
取
っ
た

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
や
振
込
の
控
え

な
ど
の
証
拠
書
類
を
持
っ
て
、
す
ぐ

に
最
寄
の
警
察
署
に
届
け
る
よ
う
助

言
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

近
年
、
低
金
利
、
保
証
人
・
担
保

不
要
、
即
融
資
な
ど
と
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
で
誘
い
、
融
資
を
申
し
込
む

と
「
保
証
金
」「
保
険
料
」「
手
数
料
」

等
の
名
目
で
事
前
に
お
金
を
振
り
込

ま
せ
、
融
資
は
せ
ず
お
金
を
だ
ま
し

取
る
融
資
保
証
金
詐
欺
が
ヤ
ミ
金
融

の
手
口
と
し
て
多
発
し
て
い
ま
す
。

国
ま
た
は
都
道
府
県
へ
の
登
録
を
行

わ
ず
貸
金
業
を
行
う
ヤ
ミ
金
融
は
、

相
手
を
特
定
す
る
こ
と
が
難
し
く
、

問
題
解
決
が
非
常
に
困
難
と
な
り
ま

す
。金

融
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
登

録
さ
れ
て
い
る
貸
金
業
者
は
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
ヤ
ミ

金
融
の
融
資
の
誘
い
に
安
易
に
応
じ

な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

ＳＰＯＲＴＳ・スポーツ
日
　
時
▼
３
月
12
日
豸
　
９
時
開
会
式

場
　
所
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

種
　
目
▼
男
子
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
級
複
、
小

学
生
、
親
子
の
部
（
小
学
生
以
下
）

（
Ｄ
級
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
経
験
が
２
年

未
満
）

参
加
料
▼
一
般
・
高
校
生
／
１
人
３
０

０
円
小
・
中
学
生
／
１
人
１
０
０
円

（
当
日
徴
収
）

申
込
み
期
限
▼
３
月
８
日
貉

申
込
み
・
問
合
せ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

（
蕁
52
―

２
８
１
１
）

日
　
時
▼
２
月
26
日
豸
　
９
時
開
会
式

場
　
所
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

種
　
目
▼
シ
ン
グ
ル
ス
（
Ａ
、
Ｂ
ク
ラ

ス
、
初
心
者
）、
ダ
ブ
ル
ス
（
Ａ
、
Ｂ

ク
ラ
ス
）

参
加
資
格
▼
町
内
在
勤
、
在
住
者
、
体

協
在
籍
者
、
卓
球
教
室
在
籍
者
（
学
生

は
除
く
）

参
加
料
▼
シ
ン
グ
ル
ス
２
０
０
円
ダ
ブ

ル
ス
４
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

申
込
み
▼
２
月
22
日
貉
ま
で
に
体
育
セ

ン
タ
ー
へ

（
蕁
52
―

２
８
１
１
）

第
16
回
和
木
町
民

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

第
６
回
和
木
町
卓
球
大
会

と
　
き
▼
12
月
18
日

と
こ
ろ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー
な
ど

体
育
セ
ン
タ
ー
の
部

優
　
勝
　
和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

準
優
勝
　
玖
波
Ｊ
Ｖ
Ｃ
（
大
竹
市
）

第
６
回
和
木
町
近
郊

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
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資源ごみを燃えるごみ、
金属・不燃ごみに入れないで！

サ
ザ
ン
カ
の
花
花
咲
き
し
冬
の
庭

赤
　
白
　
ピ
ン
ク
花
は
や
さ
し
き

田
渕
ハ
ネ
子

裏
庭
の
柚
子
の
木
六
つ
実
が
な
り
ぬ

初
物
な
れ
ば
仏
前
に
供
ふ

広
宇
次
信
子

患
者
か
ら
声
か
け
ら
れ
し
「
コ
ケ
ン
ヨ
ウ
ニ
ネ
」

看
護
師
吾
は
八
十
六
歳

正
中
ツ
ヤ
子

一
夜
明
け
白
一
色
の
庭
の
木
々

自
然
の
い
と
な
み
心
す
が
し
き

森
本
　
初
子

病
つ
き
て
十
三
年
を
苦
し
み
と
痛
み
に
耐
え
つ

友
は
生
き
ゐ
る

箭
野
　
賀
代

新
古
車
の
走
り
は
軽
く
四
代
目

わ
が
パ
ー
ト
ナ
ー
「
ダ
イ
ハ
ツ
マ
ッ
ク
ス
」

横
川
美
代
子

今
何
故
に
歯
止
め
の
き
か
ぬ
人
多
し

幼
子
の
犠
牲
あ
と
を
断
た
ず

大
野
　
千
尋

と
こ
と
わ
の
平
和
を
願
い
今
語
る

被
爆
体
験
い
の
ち
の
叫
び

神
園
　
静
美

藤
棚
の
葉
は
色
づ
き
て
空
を
舞
う

黄
蝶
さ
な
が
ら
風
と
た
わ
む
る

嘉
屋
　
笑
子

待
ち
待
ち
し
人
と
過
ご
せ
し
雪
の
日
の

風
冷
た
く
て
心
地
よ
か
り
し

近
藤
し
ず
え

過
ぎ
来
し
は
ま
ず
良
し
と
せ
む
こ
の
一
年

清
め
の
ご
と
く
雪
降
り
つ
も
る

藤
上
　
紀
子

その82

資源を守るために誰もができること、それはリサイクルです。

町では、皆さんの協力により分別収集し、リサイクルを推進していますが、燃えるごみ、金属・不

燃ごみの収集日に資源ごみが混ざっていることがあります。

もう一度、ごみを捨てる前に見直しましょう。

皆さんのご協力をお願いします。

＜資源ごみの出し方＞

１　ペットボトルは、ふたとラベルを取って出してください。（ペットボトルの日）

⇒ ⇒ ⇒

２　牛乳パックは、洗って開き乾かして、コミュニティセンターの回収箱に出してください。

⇒ ⇒

３　ガラスびん（飲料用・食料用）は、ふたをとって出してください。（ガラスの日）

４　アルミ缶は、近くの回収箱に入れてください。

５　新聞・チラシ・雑誌、ダンボールは、紙ひもで縛ってください。（新聞・雑誌の日）
※ビニールひも等はリサイクルできません。

６　乾電池・蛍光管は、中身の見える袋に入れて出してください。（ガラスの日）

問合せ蜷住民サービス課（蕁52―2135内線205）
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平成18年1月1日現在 

総人口 6,634人 
 (－12） 
世帯数 2,627世帯 
 （－1） 
和木町の面積  10.53裄 

3,305人 　男 
(－2)

女 　3,329人 
(－10)

和 木 町 の 人 口 ピ ラ ミ ッ ド

固定資産税……………………………４期分

国民健康保険料………………………８期分

介護保険料……………………………８期分

町営住宅使用料………………………２月分

※町・県民税の納期限は１月末までです。

納入がお済みでない方は、早急に納めてい

ただくよう、お願いします。

今月の納税
寄
付
・
寄
贈

次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
香
典
返
し

江
口
　
幸
子
さ
ん
（
和
木
地
区
）

島
田
　
宏
一
さ
ん
（
和
木
地
区
）

●
一
般
寄
付

村
上
　
豊
司
さ
ん
（
和
木
地
区
）

末
岡
八
重
子
さ
ん
（
関
ヶ
浜
地
区
）

匿
名
の
方
　
　
　
（
関
ヶ
浜
地
区
）

和
木
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
　
様

中
国
新
聞
岩
国
東
販
売
所
　
様

交通災害共済の会員を募集します
窓口での受付は、2月6日（月）から

交通災害共済は、婦人会・自治会の方が２月20日

豺から３月６日豺までの間に、各家庭を訪問して会

員募集を行ないます。

この募集期間中に、不在等でご都合の悪い方は、

あらかじめ保健福祉課窓口で、２月６日豺から２月

13日豺まで加入受付をいたします。なお、募集期間

終了後も随時、加入することができます。

交通災害共済事業は、少ない掛け金で加入できる

助け合い制度です。ぜひ加入しましょう！

掛金　○１人につき　500円

○中学生以下　300円

○平成18年４月１日現在で、満60歳以上の方は無料

請求期間蜷交通事故により、災害を受けた日から２

年間見舞金の請求ができます。

問合せ蜷保健福祉課

（蕁52－2135内線210）
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